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研究速報 犬肝移植時の血行動態よ

小川  将   渡 辺

杉村 好 彦  森

研究目的

肝移植時 recipientの無肝期に生理的な血行動態を

得るためには,下 大静脈系 と門脈系の Shunt作成が必

要 と考えられる。 し かしいまだこの点についての詳細

な研究はない1レ)。今回 Swan‐Ganz catheterを用い

行動態各官号量談笛だ晨塁宅程槍径穐飛母場FI｀

て血

対象 と方法

体重10kg前後 の雑種成犬10頭を用 いた.A群 非

Shunt作成 5頭 ,B tt Shunt(P]脈,肝 下部下大静脈側

側吻合)作 成 5頭 に分けた。両群 とも開腹開胸後,門

脈,肝 上部 ・肝下部下大静脈の遊離を行い,特 に B群

ではその後 Shunt作成を付加した.次 に,血 行遮断と

解除を両群共門脈,肝 下部下大静脈,肝 上部下大静脈

の順に行いそれぞれの操作約 1分 後に平均肺動脈圧

(pulmonary artery pressure,以下 PAPと 略する),

平均肺動脈楔入圧 (pulmonary artery wedge pres‐

sure,以下 PAWPと 略する),平均右房圧(right atrial

pressure,以下 RAPと 略する),心 拍出量などの血行

動態各諸量のほか,平 均体血圧を測定した。A群 は血

管遊離後の値を,B群 は Shunt作成後の値を対象とし

た。心指数,(cardiac index,以下 CIと略する)は 心

抽出量と体表面積より算出した。すべての測定値は両

群共各血管遮断時の平均値 と標準偏差を求め,そ れぞ

れの対象値 との有意差を t検定にて検討した。

結  果

両群の各血行動態諸量の対照と各血管遮断時の値を

表に示した。有意の低下がみられたのは門脈遮断時で

は A群 の CI,PAP,RAPで ,肝下部下大静脈遮断時で

はA群 の CI,PAP,PAWP,RAPで ,肝 上部下大静脈

遮断時ではA群 の PAP,PAWP,RAPと B群 の

PAP,PAWPで あった。門脈遮断時と肝下部下大静脈

遮断時との比較では,両 群 とも各血行動態諸量に有意

差はみられなかった。平均体血圧は,心 抽出量 と同様

の変化を示 した。なお肝上部下大静脈遮断時の CIは

りみた静脈パイパスの効果
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表 各 血管遮断時の各血行動態諸量

血行動態
諸量

群 対 照
門脈
遮断

肝下部下大
静脈遮断

肝上部下大
静脈遮断

CI
(L/min/M2)

A群 495± 096 2.39±067 2,47±051 /

B群 285± 088 273± 119 263二生096 /

BttP
(mmHg)

A群 158± 47 128± 46 126± 45 68± 51

B 群 158± 33 148± 40 152± 41 100± 28

L代 VヽP

(mmHg)

A群 94± 45 76± 38 74± 43 40± 4.4

B群 8.6±33 68± 2.2 72± 34 58± 1.5

RAP
(mlllHg)

A群 54± 27 40± 22 42± 2.7 2_6±26

B 群 44± 17 42± 2.2 46± 21 48± 23

お P<001 対 照値との有意差
“ P<005

両群とも心担出量が0. 5 L / m i n以下で算出不能であっ

ブ[ .

結  論

1.両 群共門脈遮断時 と肝下部下大静脈遮断時 との

血行動態諸量に有意差な く,両 血管の遮断は体循環に

対 して同程度の影響を与 えると思われた。2.門 脈 と肝

下部下大静脈遮断時の血行動態諸量は A群 では対照

より有意の低値であったのに対 し,B群 では有意差な

く門脈 と肝下部下大静脈 との間 に Shuntが 必要 と思

われた。3.両 群 とも肝上部下大静脈遮断時 と対照の血

行動態諸量には有意差があ り上大静脈系への Sttnt

が必要 と思われた。4.以 上 よリイヌの肝移植に際 して

は,上 大静脈系 と下大静脈系, さらに下大静脈系 と門

脈 との間に Shuntを 作成す ることが,血 行動態的に,

より生理的 と思われた。
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